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　晴天に恵まれた中、彩の国くまがやドーム体育館
で「熊谷市二十歳の成人式」が行われました。今年
度二十歳になる1,323名が式典に参加しました。
　式の中で市内の小学校に通う４年生の中から代
表として選出された２名の児童が、未来の自分に向
けたお手紙を読みました。
　建築士になりたいという夢をもつ石原小学校の
矢嶋優衣さんは、「居心地の良い、大切な空間とし

て、住んでいる人の『心のよりどころ』となる家を建てられる
よう努力します。」と、また、宇宙飛行士になりたいという夢
をもつ市田小学校の金井笑美さんは、宇宙飛行士になりた
い理由について、「地球のように生命があるスーパーアース
を見つけたい。ブラックホールの中を観察してみたい。」と読
み上げました。
　小・中学生のみ
なさんは、どんな
夢や目標をもってい

ますか？夢に向かって一歩一歩進んでいってください。「くまが
やキッズ」は、みなさんのことをこれからも応援していきます。
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石原小学校 4年
矢嶋優衣 さん

小林哲也市長、渋谷昌美教育長と記念撮影

市田小学校 4年
金井笑美 さん
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令和7年11月29日（土）・30日（日）  熊谷スポーツ文化公園令和7年11月29日（土）・30日（日）  熊谷スポーツ文化公園

令和8年1月18日(日)　熊谷市民体育館令和8年1月18日(日)　熊谷市民体育館

　１１月２９日（土）熊谷スポーツ文化公園陸上競
技場で、「小学生リレーカーニバル」が行われま
した。秋晴れのもと、熊谷市内の４年生から６
年生の小学生４４０人以上が集まり、１００チーム
が４×100ｍリレーに参加しました。
　スタートラインに立つ選手たちは、緊張しな
がらも大きく深呼吸をして、心を落ち着かせ、集
中力を高めている様子が見られ、「On your 

mark!」「set！」で集中し、「ドンッ！」の合図でスタートしました。今までの練習の成果
を信じ、チームで力を合わせ、バトンをつなぎ、最後まで一生懸命走る姿に感動しました。
翌日の１１月３０日（日）は、「小学生タグラグビー大会」がラグビー B・Cグラウンド

で行われました。熊谷市内の４年生から６年生の小学生６０チームが参加しました。
開会式では、熊谷市立籠原小学校金管バンドの演奏で選手たちが入場してきました。
　チームで協力をしてパスをつないだり、タグを取られないように真剣な表情でボール
を運んだりし、白熱したプレーで大いに盛り上がりました。トライが決まりチーム全員
で喜び合う姿は、見ている人たちにも感動を与えました。さすが「ラグビータウン熊谷」
の子どもたちです。

　熊谷市内の小学生７５名が参加し『第2３回熊子連かるた大会』が行われました。
競技に使われている『彩の国21世紀郷土かるた』には熊谷にゆかりのある“熊谷
次郎直実” “荻野吟子” “ムサシトミヨ”が登場し、埼玉県の偉人や歴史、自然な
どが紹介されています。読み手・審判・進行は、ジュニアリーダーとティーンズリー
ダーのみなさんです。
　はじめに“から札”「まが玉は 過去と未来の 首かざり」が読まれ、読み手の声が
会場に響きます。選手のみなさんは集中し、次々に“取り札”に手を伸ばします。
そして最後の２枚となった時、選手はもちろん、会場も緊張感に包まれます。
　今年初めて参加した１年生の選手からは、「第１試合は負けてしまったけれど、
第２試合は勝ててうれしかった。」と、また、チームで参加している選手のみなさん
からは、「円陣を組み、行くぞー！オー！と気合を入れて試合に臨んでいる。」と、

お話を聞くことができました。
　３月８日（日）には、上尾市で県大会が開催されます。出場する選手のみなさん、頑張ってください！応援しています！
　会場には来年改訂される『くまがや郷土かるた』の展示もされていました。

リレーカーニバル
選手宣誓

玉井小 樋口 湊太さん

タグラグビー大会
選手宣誓

秦小 江森 啓悟さん

熊谷市立籠原小学校金管バンド

小学生タグラグビー大会

小学生リレーカーニバル

「小学生リレーカーニバル」「小学生タグラグビー大会」

熊谷市誕生
20周年記念

第6回ラグビーワールドカップ開催記念
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　毎日の学校生活をより良くするために生徒会活動を行っています。例えば、１か月間チャイムを鳴らさない「ノー

チャイム月間」があります。生徒同士で時計を見て行動するように声をかけ合うことで、自主的に行動できるよ

うになっています。みんなで協力して、楽しい学校生活が送れるようにしていきたいです。

熊谷市立大原中学校
くま　　　がや　　 　し　　　  りつ 　　　おお　　　 はら　　 ちゅう　　　がっ　　　こう

担当：生徒会本部役員

　　　岩瀬心優　仙波拓人　桃薗莉央　中條成美　中島宗作　永島莉那　平園友哉　松原翼　吉田優太

　私たちの通う大原中学校は、令和8年度で創立80周年を迎えます。学校教育目標は「確かな学力の向上と健康

で心豊かな生徒の育成」で、先生方と生徒229名が目標達成を目指しています。そんな大原中学校の自慢を４つ紹

介します。

しん　にゅう　  せい　  せつ　　めい　  かい

創立80周年記念行事「大原中20kmハイク」

　来年度80周年を迎えることを記念して、今年は大原中20kmハイクが7

年ぶりに復活しました。全校生徒が学校から妻沼聖天山を目指して歩きま

した。完歩するのは大変でしたが、仲間と励まし合いながら歩き、達成感

を分かち合いました。
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自分たちで創り上げる学校行事

　「生徒自らが創り上げる学校」を伝統として、多くの行事を企画から準備、

本番の運営まで行っています。体育祭では競技や応援を工夫して全力勝負、

音楽会では練習から本番までクラス一丸となった合唱、3年生を送る会では

演出を練り、感謝の気持ちを形にします。本気で意見を交わして協力する

中で生まれる団結力が大原中学校の誇りです。

  じ　 ぶん　　　　　　　　　 つく　　　　あ　　　　　　　 がっ   こう ぎょう  じ

 そう   りつ　　　　　しゅう ねん 　き　 ねん  ぎょう  じ　　　　おお   はらちゅう

　 まい にち　　  がっ こう せい かつ　　　　　　　 よ　　　　　　　　　　　　　　せい   と  かい  かつ どう　　おこな　　　　　　　　　　　　たと　　　　　　　　　　げつかん　　　　　　　　　　　　な　　　

　　　　　　　　　 げっかん　　　　　　　　　　　　　　　せい　と  どう   し　　　  と　けい　　　み　　　 こう どう　　　　　　　　　　　 こえ　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　　 じ   しゅ てき　　  こう  どう 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    きょうりょく　　　　　　  たの　　　　　がっこう せい かつ　　  おく

主体的な学校生活
しゅ　たい　てき　　　  がっ  こう   せい  かつ

自慢 1
　じ　  まん

 　

自慢 2
　じ　  まん

地域・他校とつながる大原中学校

　資源回収を地域の方々に協力していただいて行っています。また、体育

祭や音楽会では熊谷高校の応援団や吹奏楽部、合唱部が演奏したり、熊谷

農業高校からは野菜や植物の育て方を教えていただいたりしています。私

たちも「地域の一員」という意識が育まれています。
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　　わたし　　　　　　 かよ　　 おお はらちゅうがっ こう　　　  れい   わ　   ねん  ど　　   そうりつ　　   しゅうねん　　 むか　　　　　　　  がっ  こうきょういく もくひょう　　　 たし　　　　  がく りょく　   こうじょう　    けん こう

　　こころゆた　　　　 せい  と　　　 いく せい　　　　  せん せい がた　　せい   と　　　　  めい　　 もくひょう たっせい　　　め　 ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　   おお はらちゅうがっ こう　　　じ  まん　　　　　  しょう

かい
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令和7年11月8日（土）
 れい　わ　     ねん　　      がつ 　　    か　        ど

　サイエンスボランティアの小池博先生と角張一

郎先生の案内で、自然豊かな大麻生公園野鳥の森

で自然観察をしました。先生からは、「五感（視覚・

聴覚・臭覚・味覚・触覚）を意識して歩きましょう！」

というお話がありました。うっそうとした森に入

り、落ち葉を踏みながら歩いていくと、白い糞を見

つけました。オオタカの糞だそうです。姿は見えなくても、上を見るとオオタカの好

きなとまり木があり、オオタカがいたということが

わかります。また、耳をすますとコツコツと木を叩く

音がします。アカゲラという鳥が木をくちばしで突

いている音でした。

　しばらく歩くと、鳥が集まってくる池がありまし

た。当日は、残念ながら鳥はあまりいませんでした

が、池の向こうに枯草色の動くものが見えます。なんとタヌキではありませんか！参

加者は、かわいいと言って写真を撮っていました。

　黒い実がついているヤブミョウガは、夏には白い花を咲かせていたそうです。同じ

ような黒っぽい実のヤブランは、皮をむくと白く固いタネが出て、コンクリートでよ

くはずみます。紫色の花だそうです。

　その他、土手の上からＳＬを見たり、昔の荒川の堤防跡の蛇籠を見たり、熊谷で

は、野鳥の森だけに咲いている黄色の花アワコガネ

ギクが見られたりしました。

　参加者からは、「初めてタヌキが見られて嬉しかっ

た。」「鳥や植物の話が聞けて良かった。」「この自然を

ずっと守っていきたいと思った。」などの感想がありま

した。

　や    ちょう　　　  もり　　　　  し     ぜん    かん   さつ

野鳥の森の自然観察！ 荒川大麻生公園 野鳥の森
あら  かわ  おお   あ   そう  こう えん　  や  ちょう       もり

           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    こ いけひろしせんせい　　 かど ばり いち

 ろうせん せい       あん ない            し  ぜん ゆた              おお   あ  そう こう えん  やちょう      もり

         し  ぜん かんさつ                                      せん せい                             ご  かん      し  かく

ちょうかく  しゅうかく    み  かく   しょっかく          い   しき            ある

                           はなし                                                                                            もり       はい

             お          ば          ふ                              ある                                    しろ        ふん        み

                                                                       ふん                                   すがた        み                                      うえ         み                                                  す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　ぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                         みみ                                                                 き        たた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おと　　                                                                     とり         き                                          つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    おと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      ある                 とり        あつ                                いけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  とう じつ           ざん ねん                     とり

　　　  いけ         む                     かれくさ いろ       うご                             み                                                                                                                         さん

   か  しゃ                                             い              しゃしん         と

        くろ         み                                                                                          なつ              しろ       はな        さ                                                                おな

                    くろ                      み                                              かわ                          しろ       かた　　　                   で

                                         むらさきいろ　 はな

                      ほか     ど　て         うえ                                  み                  むかし      あら かわ       てい ぼう あと        じゃ かご        み                    くま がや

             やちょう        もり                        さ                              き   いろ        はな

                      み

        さん  か  しゃ                            はじ                                         み                       うれ

                  とり      しょくぶつ     はなし       き                 よ                                               し  ぜん

                   まも                                             おも                                        かん そう
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　凧作り会場の体育館に入ると大きなブルーシー

トが２枚広げられていました。参加者は2つのグ

ループに分かれ、それぞれ1枚のブルーシートで１

つの大凧を作ります。「こんなに大きい凧を作る

の？」「どうやって飛ばすの？」驚いている子供た

ちに大凧作りを指導してくださる関口宏先生、清

水登先生が「今日作るのは三角形の『カイト凧』。

強風でも微風でも飛びます。グライダーのように

滑空します。」と教えてくださいました。

　凧作りには、ブルーシートを切ったり貼り付け

たりして形を作ったり、骨組みとなる竹の棒を取

り付けたりする工程があり、上級生は難しいところを担当するだけでなく、下級生を

上手にサポートしながら作業を進めていました。みんなで協力して完成させた大凧

に、全員が思い思いのイラストを描き加えて記念写真を撮った後、さあ、いよいよ外

に出て飛ばします。

　空は快晴、風もあります。凧を立てかけ、合

図とともに子供たちがひもを持って走り出し

ます。２つの大きな凧は見事に青空に上がり

ました！みんな大喜びです。繰り返し飛ばす

中で「風の抵抗力がとても大きい。」「ゆっくり

走った方がよく飛ぶ。」などいろいろな発見

がありました。凧が自らバランスをとって空高く飛ぶ様子も見られました。

　参加者からは、「凧を作るのは難しかったけれど飛んでよかった。」「大きい凧が空

に上がって感動した。」「子供たちがみんなで協力し合ってとても楽しそうだった。」な

どの感想がありました。

令和7年11月15日（土）
 れい　わ　     ねん　　      がつ 　　       にち          ど   おお   だこ              と

大凧を飛ばそう！ 別府小学校校庭・体育館
���‚�l�������€�� �`�•�O�U�l�����\�O�� �\�O�� �o�M�����������h�M���M�X�����T�œ

       たこづく       かいじょう      たいいく かん      はい             おお

                    まい  ひろ                                                          さん   か  しゃ

                            わ                                                  まい

               おお だこ       つく                                                        おお              たこ       つく

                                                      と                               おどろ                            こ  ども

              おお だこづく                し  どう                                      せきぐちひろしせんせい     し

みずのぼるせんせい            きょう   つく                      さんかく けい                              だこ

きょうふう              び  ふう               と

かっ くう                                 おし

       たこづく                                                                         き                       は           つ

                         かたち     つく                        ほね  ぐ                             たけ        ぼう         と

         つ                                 こうてい                     じょうきゅうせい   むずか                                     たんとう                                                  かきゅうせい

じょうず                                                             さぎょう        すす                                                                  きょうりょく           かんせい                     おお だこ

           ぜん いん       おも       おも                                               か        くわ               き   ねん しゃしん         と              あと                                                そと

         で          と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  そら       かい せい    かぜ                                     たこ         た                          あい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ず                             こ  ども                                           も              はし        だ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                             おお              たこ         み  ごと       あお ぞら         あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                    おおよろこ                         く         かえ         と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  なか          かぜ      ていこうりょく                        おお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はし               ほう                      と                                                                  はっけん

　　　                                 たこ     みずか                                                      そらたか        と         よう す           み

       さん   か  しゃ                           たこ       つく                    むずか                                             と                                                   おお             たこ        そら

         あ                     かんどう                         こ  ども                                           きょうりょく     あ                                たの

              かんそう


